
資料４－１ 

平成２１年度男女共同参画推進関係予算概算要求のポイント 

 
平成 20年 10 月 

１．総額と主な内訳  

 男女共同参画推進関係予算（男女共同参画の推進の見地から当面特に留意すべ

き事項）に係る平成 21 年度概算要求の総額は、4 兆 4,013 億円となっており、

前年度比2,429 億円（5.5％）の増要求となっている。 

 男女共同参画基本計画（第２次）に即して分類した場合、同計画の第６分野「高

齢者等が安心して暮らせる条件の整備」が総額の 61.3％となっており、介護体

制の構築に係る予算が、その大宗を占めている。 

   

２．新規・拡充項目 

 ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進 

働き方の見直しや仕事と生活の両立支援を推進するため、以下の事業等を要求 

○ 仕事と生活の調和調査研究等経費（新規）            内閣府 48 百万円 

○ 仕事と生活の調和普及啓発経費（新規）             内閣府 30 百万円 

○ 労働時間等の見直しに向けた取組の促進（新規・拡充）   厚生労働省 3,422 百万円 

 

 多様なライフスタイルに対応した子育て支援策の充実 

すべての子育て家庭に対する支援を推進するため、以下の事業等を要求。 
○ 幼稚園就園奨励費補助（拡充）               文部科学省 24,763 百万円 

○ 認定こども園幼保連携型移行・設置促進事業（新規）      

文部科学省、厚生労働省 10,316 百万円 

○ 次世代育成支援対策施設整備交付金（拡充）        厚生労働省 21,500 百万円 

○ 保育所運営費（拡充）                  厚生労働省 344,521 百万円 

○ 次世代育成支援対策交付金（新規・拡充）         厚生労働省 40,000 百万円 

○ 児童入所施設措置費等（拡充）               厚生労働省 81,344 百万円 

○ 母子家庭等対策費（拡充）                厚生労働省 168,820 百万円 

 
 女性医師の活躍促進 

女性医師の活躍を促進するため、以下の事業等を要求。 

○ 女性医師保育等支援事業（新規）               厚生労働省 181 百万円 

○ 産科医等確保支援事業（新規）              厚生労働省 3,677 百万円 

 

 女性研究者の活躍促進 

女性研究者の活躍を促進するため、以下の事業等を要求。 

  ○ 女性研究者支援システム改革プログラム（仮称）（科学技術振興調整費）（拡充）    

文部科学省 2,750百万円 

  ○ 出産・育児等による研究中断からの復帰支援（RPD）（拡充）  文部科学省 437 百万円 

  ○ 出産・子育て等支援制度（戦略的創造研究推進事業）（拡充）   文部科学省 87 百万円 

 

 女性の人権を尊重した表現の推進のためのメディアの取組の支援等 

青少年を取り巻くメディアの状況の改善を促すため、以下の事業等を要求。 
  ○ 青少年のインターネット利用環境実態調査（新規）        内閣府  27 百万円 

  ○ 「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる 

環境の整備等に関する法律」の施行に係る広報啓発経費（新規）  内閣府 32 百万円 

  ○ 青少年を取り巻く有害環境対策の推進（拡充）         文部科学省 501 百万円 


